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例会場：ホテルプラザ勝川 例会日：金曜日 12:30-13:30 

本日のプログラム 
司会     会場委員会 

・点 鐘      会長    川瀬 治通君 

・ROTARY SONG 「我等の生業」 

・今月の歌   「花」 

・ビジター紹介   会長    川瀬 治通君  

 ㈱ハートフルコミュニケーションズ 谷口 敏夫様 

                森   珠美様 

・食事・歓談    

・委員会報告 

・会長挨拶 

・卓話 

 ㈱ハートフルコミュニケーションズ 谷口 敏夫様

・幹事報告          幹事    古屋 義夫君 

・点 鐘       会長      川瀬 治通君 

今月の歌 

「花」 

     春のうららの  隅田川 

     のぼりくだりの 船人が 

櫂のしずくも 花と散る 

ながめを何に たとうべき 

先週の記録  

幹事所感 幹事 古屋 義夫君 

4/5の前夜祭、4/6名古屋城へのアテンドツアー、

4/6記念式典そして祝賀会等と春日井RCメンバー

の皆さまの絶大なるご協力とご尽力により式典や

祝賀会等がホスピタリティと友情に満ち溢ふれた

とても素晴らしい会となりました。 

来賓でいらっしゃいました多くの皆様にも称賛の

声を頂戴いたしました事をこの場をもちましてご

報告をさせて頂きます。 

かつては春日井ロータリークラブのメンバーから

は”50周年の委員会は何故そんなに回数やる 

２０１９年４月１９日（金）２４０２回（４月第３例会） 

の？”と聞かれた事がありました。 

何故ならば式典の前までで実に18回も火花が散

るような真面目な会議をやりましたから。 

今回開催させて頂きました50周年記念式典、祝賀

会は過去の式典等を参考にはいたしましたが過去

の偉業を石杖とし更に素晴らしいものとした原動

力は妥協を決して許さない50周年実行委員会の

皆様の感性と委員のスタンスにあったのだろう…

と考えております。本当に皆様お疲れ様でした。 

そして流石RC、個性的でよくも素敵な仲間が集っ

たものだと思います。 

しかし人間って不思議なもので何やら何もお役に

立てなかった私さえも爽やかで心地良いものを感

じています.... 

皆様、本当にありがとうございました。これを契

機に我々春日井RCのメンバー同士の友情が更に

深まりますことを祈念いたし今後益々この春日井

RCが地域の皆様に尊敬され発展してゆく団体と

なります事を望み皆さまと共に将来を見据えて参

りたいと思います。 

◎例会変更のおしらせ 

◎例会休会のお知らせ 

名古屋丸の内ＲＣ    ４月２５日（木）休会 

名古屋空港ＲＣ     ４月２９日（月）休会 

あまＲＣ        ４月２９日（月）休会 

岩倉ＲＣ        ４月３０日（火）休会 

犬山ＲＣ        ４月３０日（火）休会 

名古屋名東ＲＣ     ４月３０日（火）休会 

名古屋千種ＲＣ     ４月３０日（火）休会 

瀬戸ＲＣ        ５月 １日（水）休会 

尾張旭ＲＣ       ５月 ３日（金）休会 

名古屋宮の杜 5 月 2 日（木）→5 月 9 日（木）

Ｒ  Ｃ 法定休日の為  



津島ＲＣ      ５月 ３日（金）休会 

名古屋北ＲＣ    ５月 ３日（金）休会 

出席報告 委員長 小柳出 和文君 

会員 52 名 欠席 18 名  出席率 65.4% 

先々週の修正出席 欠席 2 名 出席率 96.2% 

ニコボックス報告    委員長 藤川 誠二君 

○５０周年の一連の行事が無事終了しました。ご協

力ありがとうございました。    川瀬 治通君 

○実行委員の皆さん，川井郁子さんの件，大変お世

話になりました。         近藤 太門君 

○５０周年記念式典ありがとうございました。             

社本 太郎君 

○５０周年お疲れさまでした。   古屋 義夫君               

○新規事業の上棟式済みました。  青山 博徳君                  

○平成最後のトリプルの祝いを受ける喜びで。             

中島  泉君 

○日比会員，当選おめでとう。   小川  長君                   

○祝福を受ける喜びで。 

北  健司君  貴田 永克君  早川 八郎君  

藤川 誠二君 

○卓話を楽しみにしております。５０周年お疲れさ

までした。 

足立 治夫君  稲垣 勝彦君  梅村   守君  

大原 泰昭君   岡本 博貴君  加藤  茂君  

加藤 宗生君  清水  勲君  宅間 秀順君  

杤本 正樹君   友松 英樹君   内藤 修久君   

中川  健君  長曽 篤志君  成瀬 浩康君  

新美 治男君  西尾 隆吏君  速水 敬志君  

場々大刀雄君   山田  治君   和田 了司君 

第 10回理事会報告 

審議事項 

第１号議案：開始貸借対照表並びに 3月度収支の件                    

      問題なく可決承認 

第 2号議案：資金移動について                            

      ニコボックス会計より 50 周年特別会

計へ振替承認 

第 3号議案：消防署員の表彰について                        

      6 月第一例会にて事業計画通りに実施  

承認 

第 4号議案：春日井市交響楽団賛助会員について                     

      昨年同様法人会員一口１万円を拠出   

承認 

第 5号議案：天皇陛下即位記念集（広告）について                    

      中部経済新聞５月１日掲載分 

１万 5千円拠出 承認 

第 6合議案：5/31 京都例会 貴船について                            

      後日持ち回り理事会にて継続審議 

報告事項 

○屋嘉比良夫会員から休会届が提出されました                      

○4/14 地区協について 場所時間など確認報告あ

りました 

卓話 日本自分史センター講師  芳賀 倫子様 

自分史を書こう～書いて心を整理する～

   自分史とは 

１． いつ頃出来た言葉か

1970 年代、社会学者・色川大吉氏が『ある昭

和史――自分史の試み』の中で初めて使った

言葉だと言われています。その後、各地で講

演・講座が行われたり、サークル活動が展開

されたりし現在に至っており、40~45 年の歴

史があるとされています。特に、愛知県春日

井市では文化事業の柱の１つとして、自分史

の収集、無料相談、講座の開催、同好会の支

援など、活発に事業展開されています。

２．書く意味は何か

来し方を振り返ることによって、自分を肯定

的に捉えられるようになり、心が整理出来て

きます。また、歴史を背景とした自分のドキ

ュメンタリーを綴ることにより、時代の証言

者としての意味も出て来ます。すなわち、大

きな時代の流れの中で、個人がどう生きたか

という貴重な資料にもなるのです。

３． 自叙伝とはどう違う？

自叙伝はある程度、名を成した人や特別な人

が、自らの歩んだ道や思索を人に伝えたり教

えたりするという意図を持ったものであるの

に対し、自分史は一般の人、すなわち庶民が、

もう少し気楽に自分の体験を述べたり、来し

方を振り返って綴った半生記のようなもので

す。つまり、「功なり名を遂げた人」ではない

「普通の人」が書いたものだけに、読む人が

身近に感じたり、共感して貰い易いのではな

いでしょうか。

４． 日記とはどう違う？

日記は基本的に自分しか読みません。自分だ

けのために書いてストレス解消に役立てたり、

日常を記録したりするものです。これに対し、

自分史は人に読んで貰うことを前提に書かれ

るものです。ですから、自分にしか判らない

表現ではなく、誰にでも判る書き方が必要に

なってきます。また内容的にも「うっぷん晴

らし」ではなく、冷静に心の中を整理して書

かれなければ、大方の共感は得られません。

５． 効果・効能は何か

○拘っていたり、モヤモヤしていたものが軽

くなり、昇華し次の次元へ移れる

○思い出が蘇り、新たな楽しみやパワーが生

生まれる

○小さな日常や、人情の機微に気づき、暮ら

しが豊かになる



○１つ踏み出すことで、肯定的に自分を見直

すことができる

○目的を同じくする仲間を得て、連帯感が生

まれる

○人に読んで貰うことにより、新たな評価を

受けることができる

６．書いてはいけないこと

自分史は、人に読んで貰うことを前提にして

いますから、他人が読んで不快になるような

誹謗・中傷を書いてはいけません。また、差

別語の禁止、プライバシーへの配慮なども当

然必要となってきます。「自慢史」「不満史」

「自分だけ史」にも陥り易いものですから、

充分に注意して下さい。つまり、誰でも、何

でも、自由に書くのが自分史の魅力ではあり

ますが、自ずと踏まえたいルールはあるとい

うことを知っていただきたいものです。

７．書き進め方

生まれた時から時系列を追って書く方法もあ

りますが、一番印象的なこと、人生のターニ

ング・ポイントになったことを書いて、その

後、「そもそも私はどこで生まれ……」と、続

けていく書き方もあります。どちらでも書き

易い方法をとればいいのですが、誰に向けて

書くのか、何を伝えたいのか、によっても書

き進め方は変わってきます。このテキストで

は、まず、自分の人生のターニング・ポイン

トになったところ、印象的な出来ごとを綴る

ところから書き始めることにします。

地区研修・協議会 

（於 ホテルナゴヤキャッスル） 

点鐘 川瀬 治通会長 

ビジター紹介 川瀬 治通会長 



祝福 会員誕生日 

祝福 結婚記念日 

卓話 日本自分史センター講師 芳賀 倫子様 

芳賀様にお礼 

幹事報告 古屋 義夫君 


